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1級電気工事施工管理技術検定 

2次試験 解答試案 

 

【問題 1】 

施工体験記述(安全管理＝墜落災害及び感電災害防止)につき省略します。 

【問題 2】 

 

 作 業 適正な品質を確保するための方法 

1 資材の管理 ①現場に搬入される材料が、設計図書に定める品質及び性能を有した新品
であるかを、品質性能証明書等により確認する。 

②不適合となった資材は、直ちに工事現場外に搬出し、現場に保管されて

いないことを確認する。 

2 合成樹脂製可とう電線管

(PF管)の施工 

①重量物の圧力または著しい機械的振動を受ける場所には設置してはなら
ない。 

②コンクリート埋込みの管は、管をバインド線、専用支持具などを用い、
1ⅿ以下の間隔で鉄筋に結束し、コンクリート打設時に移動しないように
する。 

③管相互の接続は、カップリングまたはボックスを使用し、直接接続しな
い。 

3 重量機器の取付け ①取付け詳細図を確認し、固定ボルトの径・本数や振れ止めの位置等を確
認する。 

②地震等による機器の転倒や破損を防止するため、耐震計算書に基づく固
定方式であることを確認する。 

4 電線相互の接続 ①心線を傷つけないために、ワイヤストッパを使用する。 
②心線を傷つけないように、ナイフでケーブルの絶縁被覆を剥ぎ取り心線
に傷がないかを確認する。 

③絶縁電線相互および絶縁電線とケーブルの接続は、絶縁テープなどによ
り、絶縁被覆と同等以上の効力があるように巻きつける。 

                                            ・・・等 



本解答は、九州建設専門学院の「解答試案」です。解答内容は 

予告なしに変更になることがあります。ご了承下さい。 

──────────────────────────────────────── 

 

【問題 3】 

 用 語 技術的な内容 

1 水車のキャビテーション ・運転中の水車内部の負圧により流水中に発生する微細な気泡が、周

囲の水圧でぶつかる時、局部的に水撃作用が発生すること。 

・適切な回転速度の選定を行う。 

2 汽力発電の熱効率向上対策 ・復水器の真空度を高くすることで、蒸気がタービン内で十分に膨張
し、タービンの羽根車に大きな回転力を与える。 

・過熱蒸気を採用することにより、エンタルピーが増大し、熱効率が
向上する。 

3 架空電線路と比較した地中電

線路の特徴 

・架空電線路の電線は細いため熱損失は大きくなる。一方、地中電線

路の電線は太いため熱損失は少ない。 
・都市の送電線路は、地中電線路でないと景観を害し、都市の機能を
制限してしまう。 

4 電力系統の直流送電 ・交流方式の場合、最大電圧は実効値の√2倍となるが、直流方式では
実効値と最大電圧が同一となるため、線路の絶縁が容易となる。 

・表皮効果を生じないため導体利用率が向上し、電圧降下・電力損失
が小さい。 

5 電力デマンド制御 ・電力会社との契約最大需要電力（デマンド）を超過しないように行

う受電電力の監視と規制。 

・受電電力量を一定周期ごとにデマンドの予測監視を行う。 

6 サージ防護デバイス(SPD) ・過渡的な過電圧を制限し、サージ電流を分流することを目的とする

デバイス。 

・雷電流やその分流電流並びに誘導過電圧(雷サージ)から建物内の設

備機械を防護する。 

7 遮断器の保護協調 ・遮断器には油遮断器、磁気遮断器、空気遮断器、ガス遮断器、真空

遮断器などの種類がある。 

・電気回路に過電流や短絡地絡、過電圧や不足電圧の異常があった場

合、遮断器や電力ヒューズが適切な設定を維持していなければ、電

気回路を保護できない。 

・電気回路の保護協調は、電気回路に発生した事故を直ちに電源回路

から切り離し、事故の拡大を最小限とするために行う。遮断器や電

力ヒューズによって、事故回路を遮断し、健全な回路の遮断器や電

力ヒューズが動作しないよう協調を図り、負荷機器や電路が損傷し

ないように継電器類の動作特性を調整する。 

8 新4K8K衛生放送用構内共同 

受信設備 

・新4K8K衛生放送は周波数帯域が 3224MHzまで拡大するため、現在の
2150MHzまでの受信設備では対応できない。そのため、テレビアンテ
ナ、増幅器、分岐分配器、テレビ端子等を 3224MHz仕様の機器に全て
交換する必要がある。更にテレビ共聴設備系統を変更し、増幅器の台
数も増やす。 

・分岐分配方式と直列ユニット方式がある。 

9 電気鉄道の電食防止対策 ・レールボンドを確実に行い、補助帰線を受けるか、クロスボンドを

増設して帰線抵抗を小さくする。 

・き電区間の縮小などにより漏れ電流を少なくする。 



本解答は、九州建設専門学院の「解答試案」です。解答内容は 

予告なしに変更になることがあります。ご了承下さい。 

──────────────────────────────────────── 

 

 

10 電気鉄道の閉そく装置 ・閉そく装置は、停車場間において列車の衝突を防ぐため、列車の進

行する線路を一定区間に区切り、1区間を1個の列車のみの運転に占

有させる装置。 

・線路を一定区間(閉そく区間)に区切り、1つの閉さく区間には同時に  

2つ以上の列車が入れないようにすることで、安全を確保する。 

11 交通信号の半感応制御 ・交差点の車両感知器を、従道路側のみに設置して地点制御を行なう

制御方式。 

・幹線道路などに従道路が交差している所など、交通の処理効率を上

げ、円滑化を図る必要がある場所に適している。 

12 B種接地工事 ・変圧器の高圧・特別高圧と低圧電路間の混触事故が発生した場合に、
低圧電路の対地電圧の異常上昇を抑制し、感電・火災事故を防止する
ために行なう。 

・高圧・特別高圧と低圧電路を結合する変圧器の中性点、またはいず
れかの1線に接地を施す。 

                                             ・・・等 

 


